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様
式
第
三
十
三
号
の
六
（
第
二
面
）
注
意
６
^
中
「金

融
機
関
確
認
印
欄

」
を
「金

融
機
関
に
よ
る
確
認
印
欄

」
に

改
め
、「受

け
て
く
だ
さ
い

」
の
次
に「（申

請
者
本
人
が
金
融
機
関
に
届
け
出
た
印
を
押
印
す
る
欄
で
は
な
い
の
で
、
間

違
い
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

）」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。）第
五
十
七
条
第
一
項

の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
に
開
始
さ
れ
た
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け

る
受
給
資
格
者
に
対
し
て
支
給
す
る
受
講
手
当
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
た
公
共
職
業
訓
練
等
を

施
行
日
以
後
も
受
け
る
受
給
資
格
者
に
対
し
て
支
給
す
る
受
講
手
当
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

新
雇
保
則
附
則
第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
者
に
つ
い
て
適
用

し
、
受
給
資
格
に
係
る
離
職
の
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
者
に
係
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規

則
附
則
第
二
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に
よ
り
使
用

さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

４

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

八

一
般
受
給
資
格
者
（
未
成
年
後
見
人
で
あ
り
、
か
つ
、
法
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）が
そ
の
年
（
一
月
か
ら
五

月
ま
で
の
月
分
の
児
童
手
当
に
つ
い
て
は
、
前
年
と
す
る
。）の
一
月
一
日
に
お
い
て
住
所
地
の
市
町
村
の
区
域
内

に
住
所
を
有
し
な
か
つ
た
と
き
は
、
一
般
受
給
資
格
者
の
前
年
の
所
得
（
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
月
分
の
児
童
手

当
に
つ
い
て
は
、
前
々
年
の
所
得
と
す
る
。）に
つ
き
、
所
得
の
額
（
児
童
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令

第
二
百
八
十
一
号
。
以
下
「
令
」と
い
う
。）第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
に
よ
つ
て
計
算
し
た
所
得
の
額
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
市
町
村
長
の
証
明
書
並
び
に
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
扶
養

親
族
等
並
び
に
令
第
一
条
に
規
定
す
る
老
人
控
除
対
象
配
偶
者
及
び
老
人
扶
養
親
族
の
有
無
並
び
に
数
に
つ
い
て

の
当
該
市
町
村
長
の
証
明
書

九

法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

十

一
般
受
給
資
格
者
が
被
用
者
（
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
用
者
を
い
う
。
第
四
項
第
二
号
に
お
い
て

同
じ
。）で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

第
一
条
第
三
項
中
「
法
附
則
第
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
に
係

る
法
第
七
条
」
を
「
法
第
七
条
第
二
項
」
に
、「
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
様
式
第
二
号
」
を
「
様
式
第
三
号
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
児
童
手
当
の
支
給
の
原
因
と
な
る
児
童
に
係
る
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
」を「
次

の
各
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一

施
設
等
受
給
資
格
者
（
法
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
施
設
等
受
給
資
格
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
施
設
入

所
等
児
童
が
委
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
又
は
そ
の
設
置
す
る
障
害
児
入
所
施
設
等
（
法
第
四
条
第
一
項
第
四
号
に
規

定
す
る
障
害
児
入
所
施
設
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
施
設
入
所
等
児
童
が
入
所
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
書
類

二

施
設
等
受
給
資
格
者
が
被
用
者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

第
一
条
を
第
一
条
の
四
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
理
由
）

第
一
条

児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
理
由
は
、
留
学
（
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
く
な
つ
た
日
の
前
日
ま
で
引
き
続
き
三
年
を
超
え
て
日

本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
者
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
が
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
外
国
に
居
住
す
る

こ
と
（
当
該
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
く
な
つ
た
日
か
ら
三
年
以
内
の
も
の
に
限
り
、
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号

に
規
定
す
る
父
母
等
と
同
居
す
る
場
合
を
除
く
。）を
い
う
。）と
す
る
。

（
施
設
入
所
等
児
童
の
範
囲
）

第
一
条
の
二

法
第
三
条
第
三
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
短
期
間
の
委
託
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十

二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
保
護
者
（
以
下
「
保
護
者
」
と
い
う
。）の
疾
病
、
疲
労
そ
の
他
の

身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
又
は
環
境
上
の
理
由
に
よ
り
家
庭
に
お
い
て
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
が
一
時
的
に
困
難
と

な
つ
た
こ
と
に
伴
い
、
二
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
行
わ
れ
る
委
託
と
す
る
。

２

法
第
三
条
第
三
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
短
期
間
の
入
所
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
入

所
で
あ
つ
て
、
二
月
以
内
の
期
間
を
定
め
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

一

児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
障
害
児
入
所
給
付
費
の
支
給
を
受
け
て
又
は
同
法
第
二

十
七
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
入
所
措
置
が
採
ら
れ
て
行
わ
れ
る
法
第
三
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る

障
害
児
入
所
施
設
へ
の
入
所

二

保
護
者
の
疾
病
、
疲
労
そ
の
他
の
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
又
は
環
境
上
の
理
由
に
よ
り
家
庭
に
お
い
て
児
童

を
養
育
す
る
こ
と
が
一
時
的
に
困
難
と
な
つ
た
こ
と
に
伴
い
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号
又
は
同

法
第
二
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
入
所
措
置
が
採
ら
れ
て
行
わ
れ
る
法
第
三
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定

す
る
乳
児
院
等
へ
の
入
所

〇
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
六
号

児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
児
童
手
当

法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
二
条

の
二
第
一
項
、
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
、
第
二
十
二
条
の
五
第
一
項
、
第

二
十
六
条
並
び
に
第
三
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
児
童
手
当
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。平

成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

児
童
手
当
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

児
童
手
当
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
七
条
」
を
「
法

第
七
条
第
一
項
」
に
、「
様
式
第
一
号
」
を
「
様
式
第
二
号
」
に
改
め
、「（
特
別
区
の
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）」
を
削

り
、
同
条
第
二
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

支
給
要
件
児
童
の
う
ち
に
一
般
受
給
資
格
者
（
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
受
給
資
格
者
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）の
住
所
地
（
法
人
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同

じ
。）の
区
域
外
に
住
所
を
有
す
る
児
童
（
施
設
入
所
等
児
童
（
法
第
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
施
設
入
所
等
児
童

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
除
く
。
以
下
こ
の
項
、
第
二
条
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
及
び
第
六
条
第
二
項
に
お
い

て
同
じ
。）が
あ
る
と
き
は
、
当
該
児
童
の
属
す
る
世
帯
の
全
員
の
住
民
票
の
写
し

二

支
給
要
件
児
童
の
う
ち
に
第
一
条
の
理
由
に
よ
り
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
児
童
が
あ
る
と
き
は
、
当
該

事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

三

一
般
受
給
資
格
者
が
支
給
要
件
児
童
と
同
居
し
な
い
で
こ
れ
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る

者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

四

一
般
受
給
資
格
者
が
未
成
年
後
見
人
と
し
て
支
給
要
件
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る

者
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

五

一
般
受
給
資
格
者
が
父
母
指
定
者
と
し
て
支
給
要
件
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
者

で
あ
る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

六

一
般
受
給
資
格
者
が
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
父
母
等
又
は
父
母
指
定
者
の
い
ず
れ
に
も
監
護
さ

れ
ず
又
は
こ
れ
ら
と
生
計
を
同
じ
く
し
な
い
支
給
要
件
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
、
そ
の
生
計
を
維
持
す
る
者
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

七

一
般
受
給
資
格
者
が
、
支
給
要
件
児
童
と
同
居
し
、
こ
れ
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
そ

の
父
若
し
く
は
母
、
未
成
年
後
見
人
又
は
父
母
指
定
者
で
あ
つ
て
、
当
該
支
給
要
件
児
童
と
同
居
し
な
い
で
こ
れ

を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
そ
の
他
の
父
若
し
く
は
母
、
未
成
年
後
見
人
又
は
父
母
指
定
者

と
生
計
を
同
じ
く
し
な
い
と
き
は
、
当
該
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

š�Ÿ


		2012-04-02T14:31:21+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




